
はだの議会だより〘3〙令和元年（2019 年）8 月11日（日）  第 233号

※福祉有償運送…国から登録を受けたNPOなどが乗車定員11人未満の自動車を使用し、他人の介助が必要で、一人ではタクシーなどの公共交通機関を利用することが困難な者を有償で運送すること
※ジオパーク…「地球・大地（ジオ：Geo）」と「公園（パーク：Park）」とを組み合わせた言葉で、「大地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、丸ごと楽しむことができる場所

用語解説

子
ど
も
た
ち
の
視
点
に
立
っ
た

い
じ
め
相
談
が
し
や
す
い
環
境
整
備
を

安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を

認
知
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め

難
聴
者
へ
の
配
慮
や
啓
発
を

土
地
区
画
整
理
事
業
の
円
滑
な

合
意
形
成
に
向
け
丁
寧
な
支
援
を

震
災
遺
構〝
震
生
湖
〟を

風
化
さ
せ
な
い
保
存
と
活
用
を

公　
明　
党　
　
横
山
む
ら
さ
き

一　
聴
覚
障
害
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
①
新
生
児
の
聴
覚
障
害
は
、
発
達

に
影
響
を
与
え
る
。
早
期
発
見
に
向
け

全
て
の
新
生
児
が
聴
覚
検
査
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
費
用
の
一
部
を
助
成
で
き

な
い
か
。
②
聴
覚
の
衰
え
に
よ
る
認
知

力
低
下
を
防
止
し
、
社
会
的
孤
立
を
な

く
す
た
め
に
は
、
難
聴
者
へ
の
対
応
や

啓
発
が
必
要
だ
が
、
ど
う
か
。

答　
①
先
進
市
の
実
施
方
法
を
調
査
し
、

支
援
の
在
り
方
を
研
究
し
た
い
。
②
高

齢
の
難
聴
者
に
は
早
期
受
診
と
補
聴
器

使
用
を
啓
発
し
、
孤
立
防
止
に
努
め
る
。

二　
災
害
弱
者
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い

て問　
災
害
弱
者
の
個
別
計
画
に
よ
る
支

援
側
の
訓
練
実
施
や
、
液
体
ミ
ル
ク
な

ど
防
災
備
蓄
品
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
後
、
要
配
慮
者
支
援
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
改
定
し
訓
練
を
重
ね
る
。
二

次
的
健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
食
料
品

な
ど
の
対
応
を
進
め
て
お
り
、
液
体
ミ

ル
ク
は
令
和
元
年
度
中
に
備
蓄
す
る
。

三　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
課
題
に
つ
い

民　
政　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
安
心
・
安
全
な
避
難
所
運
営
に
つ

い
て

問　
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
の
質
の

向
上
に
当
た
り
、
要
配
慮
者
、
特
に
高

齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
心
身
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を
目
的
に
、

間
仕
切
り
や
少
人
数
用
テ
ン
ト
の
ほ
か
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト
を

備
蓄
し
て
い
る
。
災
害
用
ト
イ
レ
は
12

人
に
対
し
て
１
基
を
確
保
し
、
車
椅
子

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
地
域
生
活
を
送
る
上
で
買
い
物
や

通
院
な
ど
の
た
め
の
外
出
は
不
可
欠
で
、

心
身
の
健
康
維
持
に
も
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
に
よ
り
外
出
が
困
難
な
者
へ
の

支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
介
護
保
険
制
度
で
の
買
い
物
代
行

や
、
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
移
動
支

援
・
居
宅
介
護
な
ど
、
利
用
者
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
提
案
し
て
い
る
。

要
望　
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難

な
者
を
対
象
と
し
た
※
福
祉
有
償
運
送

を
行
う
事
業
者
が
増
え
る
よ
う
、
普
及

・
啓
発
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
イ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
事
業
︵
戸
川

無　
所　
属　
　
　
古
木　
勝
久

一　
震
生
湖
の
将
来
構
想
に
つ
い
て

問　
震
生
湖
誕
生
百
年
に
向
け
、
国
登

録
文
化
財
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い

る
と
聞
く
が
、
将
来
構
想
は
ど
う
か
。

答　
観
光
に
加
え
、
地
質
や
歴
史
的
側

面
か
ら
も
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
な
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
※
ジ
オ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
発
想
で
、

活
用
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

答　
地
質
や
歴
史
、
生
態
系
な
ど
の
つ

な
が
り
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
構
築
し
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
加

え
る
こ
と
で
、
将
来
に
向
け
た
保
全
・

保
護
に
つ
な
げ
た
い
。

二　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
南
地
区
の
市
道
24
号
線
、
市
道
71

号
線
に
は
危
険
な
箇
所
が
数
多
く
あ
り
、

南
社
協
だ
よ
り
第
43
号
で
は
「
学
校
行

く
の
も
命
が
け
!?
」
と
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
た
。
通
学
路
で
も
あ
る
小
田
急
線

秦
野
４
号
踏
切
も
危
険
で
あ
り
、
安
全

確
保
の
た
め
、
早
期
に
道
路
改
修
計
画

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
歩
道
が
設
置
で
き
る
よ
う
次
期
歩

公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
い
じ
め
相
談

体
制
に
つ
い
て

問　
い
じ
め
を
苦
に
子
ど
も
が
自
ら
の

命
を
絶
つ
と
い
っ
た
悲
劇
が
繰
り
返
さ

れ
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
の
い
じ
め
認
知
件
数
の
現
状
、
相
談

体
制
、
相
談
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
い
じ
め
認
知
件
数
は
、
国
の
基
本

方
針
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
相
談
体
制
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
配
置

し
て
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て

い
る
。
平
成
30
年
度
は
、
教
職
員
か
ら

１
０
２
２
件
の
相
談
が
あ
り
、
ま
た
、

答　
令
和
元
年
度
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
事
業
区
域
内
で
使
用
可
能
な
地

下
水
量
を
把
握
す
る
。
地
下
水
の
持
続

可
能
な
利
活
用
を
指
導
し
た
い
。

相
談
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
早
期
発
見

・
早
期
対
応
に
効
果
が
期
待
で
き
る
。

す
で
に
情
報
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
導

入
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
い
じ
め
の
問
題
は
子
ど
も
の
命

に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
子
ど

も
の
視
点
に
立
っ
て
、
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し
い
。

て問　
国
際
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
は
ど
の
よ
う
か
。

収
集
回
数
を
増
加
し
て
は
ど
う
か
。

答　
公
益
財
団
法
人
日
本
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
を
通
じ
国
内
の
再
商
品

化
事
業
者
に
引
き
渡
し
、
適
正
処
理
し

て
い
る
。
な
る
べ
く
燃
や
さ
ず
、
減
量

・
資
源
化
を
図
り
た
い
。
収
集
日
を
増

や
す
と
委
託
料
が
増
加
す
る
た
め
、
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
含
め
資
源
物

を
い
つ
で
も
持
ち
込
め
る 

よ
う
、
ス
ト

ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
増
設
予
定
で
あ
る
。

の
ま
ま
入
室
可
能
な
ト
イ
レ
も
備
蓄
し

て
い
る
。

二　
い
じ
め
の
な
い
学
校
の
実
現
に
つ

い
て

問　
本
市
の
い
じ
め
防
止
に
対
す
る
取

り
組
み
と
今
後
の
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
巡
回
教
育
指
導
を

年
30
回
実
施
し
た
。
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
の
改
正
に
伴
い
、
い
じ
め
の
認

知
や
未
然
防
止
に
対
す
る
考
え
方
、
い

じ
め
の
定
義
に
つ
い
て
、
地
域
や
保
護

者
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

三　
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期

実
現
に
向
け
て

問　
国
道
２
４
６
号
の
課
題
解
決
、
地

域
経
済
の
活
性
化
や
大
規
模
災
害
発
生

時
の
緊
急
輸
送
道
路
と
期
待
さ
れ
、
本

市
の
重
要
な
道
路
事
業
で
あ
る
が
、
事

業
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
必
要
不
可
欠
な
道
路
で
、
地
域
の

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
重
要
な
路

線
で
あ
る
。
全
線
の
早
期
整
備
に
向
け

て
、
県
を
含
め
関
係
機
関
と
密
接
に
連

携
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
と
経
験

を
生
か
し
て
、
積
極
的
に
対
応
す
る
。

地
区
︶
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
に
設
立
さ
れ
た
戸
川
土

地
区
画
整
理
準
備
組
合
へ
は
、
設
立
以

前
か
ら
地
権
者
有
志
に
よ
る
勉
強
会
な

ど
に
技
術
的
な
支
援
を
し
て
き
た
。
今

後
の
組
合
設
立
に
は
地
権
者
全
員
の
同

意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
準
備
組
合
で
は
、
設
立
時
の
事
業

計
画
案
と
進
出
の
意
向
を
示
す
大
手
企

業
を
踏
ま
え
た
案
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

権
利
者
個
別
の
事
情
に
も
配
慮
し
な
が

ら
説
明
会
な
ど
を
重
ね
て
い
る
が
、
計

画
案
の
集
約
に
は
丁
寧
な
説
明
が
不
可

欠
で
あ
り
市
か
ら
も
支
援
を
続
け
た
い
。

問　
企
業
が
進
出
す
る
場
合
、
大
量
の

地
下
水
利
用
が
予
想
さ
れ
る
が
、
地
下

水
量
の
減
少
な
ど
の
影
響
は
ど
う
か
。

道
整
備
事
業
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

三　
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問　
女
性
職
員
と
課
長
職
以
上
の
女
性

の
数
が
増
え
て
い
る
が
、
部
長
職
の
女

性
は
い
な
い
。
ま
た
女
性
職
員
の
配
置

状
況
に
偏か

た
より

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
人
事
評
価
や
意
向
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
資
質
、
能
力
に
応
じ
て
偏
り

な
く
配
置
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

意
見　
女
性
職
員
と
非
常
勤
職
員
の
配

置
状
況
が
似
て
い
る
の
は
、
偏
り
そ
の

も
の
だ
と
考
え
る
。
女
性
の
視
点
か
ら

も
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
べ
き
だ
。

７
４
２
人
の
保
護
者
や
６
７
４
人
の
児

童
・
生
徒
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
。

問　
認
知
件
数
が
増
加
し
て
い
る
の
に
、

そ
れ
が
相
談
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

相
談
の
内
訳
も
児
童
・
生
徒
か
ら
が
約

３
割
と
非
常
に
少
な
い
。
多
忙
化
の
問

題
も
あ
り
、
最
も
身
近
な
教
職
員
に
相

談
で
き
る
環
境
が
十
分
で
は
な
い
よ
う

に
感
じ
る
。
現
在
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
使
っ
た
い
じ
め
相
談
が
話
題
を
呼
ん

で
お
り
、
全
国
30
の
自
治
体
で
す
で
に

取
り
組
む
な
ど
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

本
市
で
も
活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
は

議 会 の 動 向
○５月 27日（月） ・議案送付
 30日（木） ・議会運営委員会
○６月 ３日（月） ・市議会第２回定例会開会 【傍聴者数４人】
 　 ・環境都市常任委員会
 ５日（水） ・本会議（議案審議） 【傍聴者数２人】
 　 ・代表者会議
 ７日（金） ・議会運営委員会
  ・総務常任委員会 【傍聴者数１人】
  ・予算決算常任委員会（総務分科会）
 10日（月） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数２人】
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
   【傍聴者数１人】
 11日（火） ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
   13日（木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数23人】
 14日（金） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数13人】
 17日（月） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数71人】
  ・代表者会議
  ・追加議案等送付
 21日（金） ・議会運営委員会
  ・予算決算常任委員会 【傍聴者数１人】
  ・市議会第２回定例会閉会 【傍聴者数１人】
  ・議会報編集委員会
○７月 ２日（火） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第２回定例会
 16日（火） ・代表者会議
  ・議員連絡会
 31日（水） ・議会報編集委員会

他地区で行われた
地下水ボーリング調査の様子

SNSを使ったいじめ相談を
（写真は、市役所教育庁舎）避難所運営訓練の様子

ジオパークの要素を取り入れた震生湖の整備を

聴覚障害への支援を




